
 1

 
平成２２年５月１０日 

各位 
 会 社 名 株式会社 葵プロモーション 
 代 表 者 代表取締役社長 藤原 次彦 
  （コード番号９６０７ 東証第一部） 
 問 合 せ 先 専務取締役   八重樫 悟 
  ＴＥＬ０３（３７７９）８０００ 

 
 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２１年１１月６日に公表した業績予想及び平成２１年５月２０日に公表し

た配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 

 
１．業績予想の修正 
（１）平成２２年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）         

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １３，９００ ４６０ １３０ ２５０ ２０．９０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １４，１７１ ８８２ ５９４ ４７４ ３９．７８

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  ２７１ ４２２ ４６４ ２２４ －

増 減 率 １．９ ９１．７ ３５６．９ ８９．６ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期）実績 １６，７６５ ４３２ ３８８ △２８９ △２３．８４
 
（２）平成２２年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）       

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ９，８００ ２６０ ３００ ２００ １６．７２

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，５６０ ４０１ ４７４ ４１８ ３５．０２

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △２４０ １４１ １７４ ２１８  －

増 減 率 △２．４ ５４．２ ５８．０ １０９．０ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期）実績 １３，０１６ ５３５ ６３０ △１６８ △１３．８６

 
（３）理由 

    回復基調にはあるものの、金融危機発生以前の水準を取り戻せていないわが国経済の動きを反映し、広

告需要は大きく落ち込みました。加えてメディアの新しい展開による広告媒体の多様化による影響もあり、

厳しい経営環境が続いております。 

① 連結 

（ａ）売上高 

   生活関連商品を中心とした中小規模のＣＭ作品が主体の子会社の受注が当初の横這い予想から営業

努力もあり大きく伸長し、下記のとおり前回発表予想を下回る見込みの個別の売上高をカバーして、

更に前回発表予想を上回る見込みです。 

（ｂ）利益 
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   前回発表予想時は個別業績も子会社業績も回復の足取りが鈍いと判断しましたが、子会社各社が上

記増収効果に加え、制作原価や固定費の削減に努めたことから大幅に改善し、かつ個別業績も下記の

とおりであり、連結業績も営業利益・経常利益・当期純利益とも、前回発表予想を上回る見込みです。 

 

② 個別 

   （ａ）売上高 

      上記の経済情勢を受け、ほぼ全業種からの受注が低迷する中、特に大規模のＣＭ作品が多い自動車・

化粧品等の減少が大きく、売上高は１０数年前の水準にまで落ち込み、前回発表予想をも下回る見込

みです。 

   （ｂ）利益 

      制作手法や決裁権限の見直し等による徹底した制作原価低減策、人件費・家賃等の固定費の抑制策

が奏功したことに加え、子会社業績好転等による貸倒引当金戻入額の増加、税金費用の減少等もあり、

減収の影響を消し去り、営業利益・経常利益・当期純利益とも、前回発表予想を上回る見込みです。 

 

２．配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 
基 準 日 第２四半期末 期末 年間 
前 回 発 表 予 想 ７．００ １６．００ ２３．００ 
今 回 修 正 予 想 － １３．００ ２０．００ 
当 期 実 績 ７．００ － － 
（ご参考）前期（平成２１年３月期）実績 ７．００ １６．００ ２３．００ 

 

（２）修正の理由 

    当社は、経営基盤と財務体質の強化を図るとともに、株主の皆様に積極的かつ継続的に利益還元を行う

こととし、当面、①配当性向３０％以上 ②１株当たり年１０円以上 を基本方針として配当を実施して

おります。 

    上記のとおり、平成２２年３月期の連結及び個別の業績は前回予想を大幅に上回る見込みにありますが、

厳しい経営環境を反映し特に個別業績において売上高・利益とも前期までの水準を大きく下回る見込みで

す。経営環境の変化への対処も急がなければなりません。内部留保にも考慮しつつ、株主の皆様の長期的

な視点に配意し、引き続き安定的な配当を行う所存です。 

誠に遺憾ではございますが、期末配当金の予想を前回発表予想の１株当たり１６円から１３円（年間２

３円から２０円）に修正させていただきたいと存じます。 

 
 （注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 

 


